
 

１ 主題設定の理由 

Ｒ６年度における本市の全国学力・学習

状況調査「図形領域の説明・証明問題の無

回答率」は、次の通りである。

 

 

また、本市中学２年生６９７名に実施し

た図形領域のレディネステストの問題と結

果は次の通りである。 

 

※無回答率①…回答数に対する無回答数の割合  

無回答率②…不正解数に対する無回答数の割合  

 

この結果から、正答率が２割前後の問題

で比較しても、Ｑ７のような説明問題にお

ける無回答率が特に高いといえる。その要

因として、問題を見た段階で「自分には解

けない」とあきらめてしまい、何も書くこ

とができないという状況が考えられる。 

そこで、「生徒に問題解決の糸口をつか

ませ、論理的に思考する力を付けさせるこ

と」を大きな課題として捉え、研究主題を

以下のように設定した。 

 

【研究主題】 

問題解決への着手を支える指導の在り方 

～思考を「見える化」する活動を通して～ 

 

２ 研究仮説 

   

３ 研究内容 

次の３点について実践することにした。 

（１）各単位時間の役割やつながりの「見

える化」 

 正答率 無回答率① 無回答率② 

Ｑ１ 21.2 0.4 0.6 

Ｑ５ 22.8 9.0 11.7 

Ｑ７ 19.1 46.1 56.9 
  本市 県 全国 

R6  ６（2） 20.9 
 

20.5 23.5 

  ６（3） 29.1  26.1 29.6 

   ９（1） 34.4  30.3 33.6 

 
〈表１〉全国学力・学習状況調査の結果（抜粋） 

〈表２〉レディネステストの結果（一部） 

 

各単位時間の役割やつながり、問題解

決へ向けた思考、個々の定着度を「見え

る化」することで、生徒は問題解決の見

通しをもち、説明・証明問題に対しての

着手率が向上するであろう。 

【図形領域】 

問題解決への着手を支える指導の在り方 
～思考を「見える化」する活動を通して～ 

                         可児市立広陵中学校 生駒 明 

 

    ○○市立○○中学校 ○○ ○○   

 

 

〈資料１〉レディネステストの問題（一部） 



（２）問題解決へ向けた思考の「見える

化」 

（３）個々の定着度を「見える化」する評

価問題の工夫 

 具体的な内容は以下の通りである。 

（１）各単位時間の役割やつながりの「見

える化」 

① 単元構想図〈資料２〉の作成 

 単元の見通しがもてるよう、各

単位時間で学習する内容やそのつ

ながり、単元で付けたい力や単元

に関わる既習内容をまとめた単元

構想図を作成する。 

また、授業の始めには、振り返

りカード、本時の問題、評価問題

をまとめて配布し、学びが蓄積さ

れていく様子を「見える化」し、

生徒が単位時間のつながりを意識

できるようにする。 

振り返りカードは理解度によっ

て色を変更できるようにし、教師

が生徒の理解度を一目で把握でき

るようにする。 

さらに、わからないボックスや

頻出する用語を問う吹き出しを用

意し、どちらも生徒の言葉でまと

められるようにすることで、単元

を通して得られる数学的な感覚を

言語化できるようにした。 

 

 
② 既習内容の掲示とプリント配布 

本時の学習と各単位時間とのつ

ながりを「見える化」するため

に、前時までに学習した内容を板

書に掲示する。 

また、既習内容をまとめたプリ

ントを配付し、板書以外にも手元

にプリントがあるようにすること

で、「学習した図形の性質のどれが

使えそうか」、「学習した性質を使

うためにはどこに補助線を引けば

いいのか」など、問題解決に向け

た見通しがもてるようにする。 

 

（２）問題解決へ向けた思考の「見える

化」 

① 共有ノートを用いた「見える化」 

 図形領域では、問題文や図から必

要な条件を読み取ることはできて

も、それらを根拠として筋道立てて

説明することに課題がある生徒が多

い。特に説明問題では、思考の途中

過程が見えにくく、教員がつまずき

のポイントを把握しにくいことが予

想される。 

そこで、ロイロノートを活用し、

生徒の思考の流れや図の捉え方を

「見える化」することで、生徒の思

考過程を把握し、それに応じた手立

てを講じる。 

 

② 生徒の実態に応じた証明指導の段

階化 

図形の証明に手が付かない生徒は

多くいる。しかし、手が付かない原

因は一様ではない。そこで、ＩＣＴ

を用いて、証明問題の並び替えカー

ドを作成し活用する。バラバラに配

置された証明の文章を正しい順番に

並び替える活動を通して、証明を作

成する上でつまずきやすいポイント

〈資料２〉単元始めに配布する単元構想図 



を明らかにすることで、証明に着手

できなかった生徒が着手できるよう

になることを目指す。 

 

③ 思考のステップ表 

問題解決までに複数の段階があ

る。証明問題や説明問題では、問

題を正しく把握し、必要な情報を

取捨選択し、論理的思考のもと導

き出した考えを吟味する必要があ

る。 

そこで、「自分がつまづいている

段階」を自覚し、「今自分がすべき

ことは何なのか」を理解すること

も必要だと考える。そこで思考の

流れを「見える化」する。問題解

決に向かう過程を段階的に表し、

生徒が問題解決に着手する支えと

なるよう提示する。 

 

（３）個々の定着度を「見える化」する評

価問題の工夫 

① ＡⅠドリルの活用 

 授業内容の定着度を「見える化」

するために、評価問題に学習支援ツ

ール（Ｑｕｂｅｎａ）を活用する。

証明問題に着手するには、図形の性

質や定義など、基礎的な知識が定着

していることが必要不可欠である。

思考力を支える土台である知識を確

実に身に付けさせることを図る。 

学習支援ツールを活用して評価問

題を行うことの利点として、即時評

価がある。 

 評価問題を解いて終わりではな

く、前後の学習内容とつながりをも

たせられるように、間違えた問題に

再挑戦できるシステムを活用した

り、評価問題以外の問題に取り組む

ことができるようにしたりと、自分

に必要な学びを自分で選択させるこ

とで、個別最適な学びが実現できる

環境を目指す。 

② 背景の色を変えた追加問題 

 

ロイロノート上でレベル別に複数

の問題を作成し、配信する。 

    〈資料３〉の問題では、全員が取

り組む問題を白背景とし、レベルを

上げた問題を黄色背景とする。レベ

ルを３段階にするケースもある。背

景の色を固定化することで、提出箱

においてすべての生徒の定着度を

「見える化」することができる。ま

た、提出時に取り組んだ追加問題を

つなげて提出させることで、生徒の

状況をまとめて確認できる。白で止

まっている生徒には個に応じたフォ

ローを行うことができる。 

 

４ 研究実践 

（１）各単位時間の役割やつながりの「見

える化」 

① 単元構想図の作成 

 作成した単元構想図は、単元の

最初の授業で配布し、生徒が一目

〈資料３〉背景の色を変えた追加問題 



で単元の規模や節のまとまりが分

かるようにした。授業を進めるに

つれて、〈資料４〉のように、各単

位時間の役割によって色分けを

し、学習内容につながりを見い出

す生徒もいた。 

 

 

授業終末での振り返りでは、文

章で振り返るだけではなく、「単元

で付けたい力」に対応する理解度

を３段階で評価するようにした。

振り返りカードの色と合わせて理

解度の自己認知を見返すことで、

授業の内容を理解できない際に

は、つながりのある既習事項を学

び直すことができるようにした。 

 

さらに、〈資料５〉のように、空い

たスペースに学習内容をまとめ、メ

モをする生徒の姿も見られた。教師

が用意したものを活用しながら、生

徒が自分の言葉でまとめたことを書

き足し、単元構想図を完成させてい

くことも１つのカードで単元全体の

見通しがもてるよさである。 

   

② 既習内容の掲示とプリント配布 

    黒板の左端に前時までに学習した

図形の性質を貼り〈資料６〉、導入

や個人追究などで、すぐに見ること

ができるようにした。全体交流の場

で、使った図形の性質を明示する掲

示としても使用した。 

 

また、個人追究の際に、個人が前

時の内容を見返すことができるよう

に、１枚のプリントにまとめたもの 

〈資料７〉を配布した。 

 

 

〈資料４〉生徒が提出した単元構想図① 

〈資料５〉生徒が提出した単元構想図② 

〈資料６〉既習内容の板書への 

位置付け 

〈資料７〉既習内容をまとめたプリント 



    教科書やタブレットを活用するこ

とも考えられるが、１枚にまとめる

ことで、一目で既習の性質を見るこ

とができ、本時の図と比較しやすく

なる。〈資料８〉のように個人追究

や小集団グループでの交流の際に、

プリントを見返しながら学習を進め

る姿が多く見られた。 

 

 

（２）問題解決へ向けた思考の「見える

化」 

① 生徒相互の考え方の「見える化」 

ロイロノートを活用し、生徒一人

一人の考えを提出箱や共有ノートで

「見える化」した。 

共有ノートを【閲覧のみ】に設定 

 

 

し、誰でも自由に閲覧できる状況

をつくる。〈資料９〉は、『角の２

等分線の作図がなぜ正しいか証明

しなさい』という問題に対し、教

員のヒントを活用し、生徒が証明

を完成させたノートである。 

個人追究の途中で、「説明に困 

っている人は、先生の近くにタブ

レットをもって集合してくださ

い」と伝え、共有画面を全員が見

ている状況で２つの三角形に共通

している辺を確認する。  

「コンパスを使っているので、

ＯＡ＝ＯＢ。ＯＣが共通で、つま

り・・」 

というやりとりの中で、三角形

の合同条件の何が使えるかを確認

した。その際、説明文の例を残し

てさらにヒントが必要な生徒向け

に追加の確認を行った。 

共有ノートにこのシートを残す 

ことで、生徒がコピーして自分の

説明に活用することができるよう

にした。そこでのやりとりで、証

明問題への着手が困難な生徒Ｃ

（以後Ｃ）の現状を把握すること

ができた。 

     全体交流の後は、発表者のノー

トをモデルとして共有ノートに置

くことで、Ｃの生徒がこれを参考

に説明を完成させ、類似問題に挑

戦できるようにした。Ｃ以外の生

徒の中にもモデルを参考にしなが

らペア交流を行う姿が見られた。 

    共有ノートには、自由に持って

いけるヒントカードを置くこと

で、自由に説明に活用できるよう

にした。各自の説明を提出させた

ところで、ヒントカードをどの程

度活用したかを確認し、生徒のつ

〈資料８〉既習内容を見返す生徒 

〈資料 9〉教員のヒントを用いた証明 



まづきを把握した。   

     さらに、提出箱の機能を活用

し、生徒の思考の「見える化」

や、Ｃの生徒の見届け、説明力の

向上につなげた。 

     紙のノートに考えを書く際、生

徒全員の考えをまとめて見届ける

ことはできない。並べて比較する

こともできない。しかし、提出箱

の機能を活用することで、それは

可能となる。提出箱には提出時間

も明記されているため、自力で説

明を完成させたのか、ヒントを活

用したのか、最後までわからなか

ったのかが一目瞭然であった。前

述と合わせ、Ｃの生徒を選別する

ことができた。 

     また、提出箱には右上に画面配

信機能があり、発表者の考えをそ

のまますべての生徒の画面に映し

出すことができる。その機能を活

用し、他の生徒の考えを画面で見

ながら言葉の説明を聞く活動を継

続した。 

     Ｃの生徒の立場で考えたとき

に、画面だけを見て理解できる生

徒は少ないと考える。模範解答に

何が書いてあるか理解できない生

徒もいる。よって、画面を見なが

ら、話し言葉の説明を加えていく

ことで、理解を深めることができ

た。 

     その後、発表した考えを共有ノ

ートに残しておくことで、いつで

も生徒が見返すことができるよう

にした。また、次に復習するとき

に活用することができる。生徒に

説明をさせる中で、教員が書き込

みながら説明を聞くことができ

る。「何に注目させたいか」、「補

足事項は何か」などを問いかける

ことで、説明がよりよいものにな

っていき、それを共有することが

できた。〈資料１０〉 

 

 

      これらの実践を重ねるにつれ

て、生徒にも変容が見られてき

た。思考が見える活動を継続する

ことで、生徒が図や条件を意識し

て説明しようとする場面が増加し

た。Ｃの生徒においても、モデル

を活用しながら説明を完成させよ

うとする姿が見られ、説明に必要

な数学用語を使う割合が増えた。 

② 生徒の実態に応じた証明指導の段

階化 

 

 
    証明を行う授業では、ロイロノー

〈資料 10 生徒同士で証明を共有〉 

〈資料 11〉並び替え証明 

生徒① 生徒② 生徒③ 生徒④ 

生徒⑤ 生徒⑥  生徒⑦ 生徒⑧ 

生徒⑨ 生徒⑩ 生徒⑪ 生徒名 



トを使って完全証明、穴埋め、並び

替え〈資料１１〉の３つのカードを

配布し、３つのカードの中から自分

の段階に合ったものを選択して証明

を完成させるようにした。クラスの

約２５％の生徒が並び替えカードを

選択した。完成した並び替えのカー

ドを見ると、どこにつまずいている

かが明らかとなった。 

ア 証明の手順がわからない 

〈資料１２〉を見ると、補助線の説明

が正しく位置付けられていない。証明

の進め方が分からずつまずいているこ

とが分かった。 

 

イ 結論を正しく捉えられていない 

 

  〈資料１３〉を見ると、三角形の合同 

部分と結論部分が正しく位置付けられ

ていない。何を証明すればよいか分か

らないまま証明を進めていることが分

かった。 

 

ウ 等しい関係の根拠が分からない 

 

 

〈資料１４〉を見ると、等しい関係に

対する根拠が誤っている。なぜ辺や角

が等しいと言えるかの根拠がわからず

つまずいていることが分かった。 

このようなつまずきの改善に向けて

手立てを講じた。アの生徒には、説明

カード（緑）を最初に配置し、その後

理由カード（青）→等しい関係カード

（ピンク）を繰り返すように配置する

ことを意識づけさせた。 

イの生徒には、問題文の仮定と結論

の部分に下線を引かせ、証明の時間に

は最初に結論カードを配置させるよう

にした。 

ウの生徒には、これまで学習した定

義や定理等がまとめられたカード（右

上の BOX）を振り返らせ、それを見なが

ら並び替えをさせるようにした。 

以上の指導による変容について、並

び替えカードで学習した生徒が期末テ

〈資料 12〉生徒の提出物① 

〈資料 13〉生徒の提出物② 

〈資料 14〉生徒の提出物③ 



ストの証明問題でどのように回答した

か〈資料１５〉、〈資料１６〉によって

示す。ただし、補助線を必要としない

問題であったため、イ、ウの手立てに

ついてのみ、効果を検証する。 

イの手立てによる効果 

 

     

 解答〈資料１５〉を見ると、結論から

書き始め、逆算するような手順で証明を 

進めることができるようになったことが

分かった。 

ウの手立てによる効果 

    

 
 解答〈資料 16〉を見ると、等しい関

係を示すために「対頂角」や「三角形

の内角の和は 180°」、「同様にして」

といった専門用語用語を用いながら証 

明することができるようになった

ことが分かった。以上より、ICT を

用いた並び替えカードの利用とつ

まずきに対する手立ては、証明に

着手できない生徒ができるように

なる上で効果的であった。 

③ 思考のステップ表 

問題解決までの過程において、

生徒自身が「自分がつまづいてい

る段階」を自覚し、「その段階で考

えるべきことや頼ること」を〈資

料１７〉のように「見える化」

し、生徒に配布した。 

 

 

「思考の流れ」を意識し、まず

は問題文や図をよく見て、分かっ

ていることや求めたいことを把握

したり、図に書き込んだりするこ

とから取り掛かる生徒が多く見ら

れた。これは「思考のステップ

表」の第１段階を意識した姿であ

り、自分がつまづいている段階を

理解し、問題解決の糸口を見付け

ようとする姿であると考える。 

また、どんな流れで考えるとよ

いのかを自分なりに考え、論理的

<資料 15〉生徒の回答① 

〈資料 16〉生徒の回答② 

〈資料 17〉思考のステップ表 



な思考の流れになるよう意識する

ようになった。 

以下は生徒の感想である。 

 

  

 

    次の〈資料１９〉、〈資料２０〉

は、図形領域の授業後に実施したア

ンケートの結果である。  

この結果から生徒は証明を考え

る際に、自分がどの段階にいて、次

の段階に進むためには、何を考えれ

ばいいのかを確認しながら、学習を

進めるようになってきたといえる。 

  

    

 また、生徒が具体的にどんなこと

を意識するようになったのかが〈資 

料２０〉である。 

 

 

（３）個々の定着度を「見える化」する評

価問題の工夫 

①ＡＩドリルの活用 

 評価問題の結果を即時評価される

ことで、本時の学びが理解できたの

かを、生徒と教師のどちらもが確認

することができた。間違えた問題が

分かることで、生徒にとっては学習

改善に、教師にとっては指導改善に

生徒Ａ 

  問題の図形には、どんな図形が

隠れていて、どれを証明するべき

なのか段階を踏んで考えることを

特に意識した。 

生徒Ｂ 

  仮定や見て分かることを図に書

き込んでそれが当てはまる合同条

件を使って進めていくことができ

た。 

生徒Ｃ 

図形の性質や定義、定理を理解

し、証明をするためのステップを

意識した。 

生徒Ｄ 

分かっていることを図に整理し

て、ステップをとばさないように

する。 

生徒Ｅ 

証明の順序を大切にしている。 

〈資料 18〉思考のステップ表を確認する

生徒 

質問 証明を進めるステップを意識する 

ようになったか。（８４人中） 

１．意識するようになった  …３５人 

２．少しは意識するようになった  

…３３人 

３．あまり意識できていない …１１人 

４．意識できていない    … ５人 

〈資料 19〉アンケート結果① 

生徒Ｆ 

 図形や問題文をよく見る。 

生徒Ｇ 

何を聞かれているのか、仮定は何か

を考えることを大切にしてきた。 

生徒Ｈ 

頭の中だけで考えるのではなく、分

かっている情報を図に書き込むこと

が、図形の問題を解く上で大切だと思

う。 

〈資料 20〉アンケート結果② 



つながった。 

 また、前後の学習内容とつながり

のある問題を評価問題として設定す

ることで、評価問題を終えた後に自

ら問題を選択して解いていく生徒の

姿が見られた。 

 

５．結論 

問題解決に向けて、自他の問題解決の過

程を振り返ったり、根拠を明確にしたりし

て筋道立てて説明する力は、数学科の学習

を通して身に付けるべきものである。 

本研究の検証結果から、生徒に問題解決

の糸口をつかませ、論理的に思考する力を

付けるためには、単位時間の役割やつなが

り、問題解決へ向けた思考、個々の定着度

のそれぞれを「見える化」することが有効

であると分かった。図形領域に限らず、数

学的な見方・考え方を支える論理的思考力

を育てるには、単元を通して得られる数学

的な感覚を共有し、言語化し、教師にも生

徒にも「見える化」することが重要となっ

てくると考える。 


